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　新年度、Earth Monthの４月をいかがお
過ごしでしょうか。協同総研では例年、３
月後半に合宿を行い、年度の総括や次年度
方針に向けた集中討議を行っています。コ
ロナ前までは、関東圏ですが少し環境を変
えて合宿を行なっていました。コロナ禍で
池袋の本部会議室での討議に切り替えてい
たのですが、今年は３年ぶりに栃木県那須
町で一泊二日の合宿を行ってきました。
　合宿で訪れたのは、北関東事業本部の那
須事業所が、那須まちづくり株式会社と介
護事業を手がけるワンランド株式会社と合
同で運営する「那須まちづくり広場」です。
ここは、廃校を活用し、少子高齢化社会の
諸問題を解決するための「新しい小さなコ
ミュニティ」の創造を事業目的とした場所
で、住まい、ケア、カフェ、マルシェ、ゲ
ストハウス、アートギャラリーの他、コー
ヒーショップやパン屋さんなどのテナント
も入っています。
　那須事業所はここで、コミュニティカ
フェ「ここ」、「らくらく食卓センター」、「楽
校deマルシェ」、ゲストハウス「あさひの
お宿」、児童発達支援と放課後等デイサー
ビス「いちばんぼし」、就労継続支援B型
と生活介護「すくらむ」を運営しています。
会議室もゲストハウスもあり、集中して討
議する時間を持つことができました。
　合宿では、研究所の総括や次年度方針、
連合会のこの間の焦点、労協法関連の動き
といった報告の他に、参加者一人ひとりの
問題関心や取り組みの焦点も出し合われま

した。報告の多くが、議論を深めるには時
間が足りず、継続討議となりました。
　特に、地域主権を大切にする政治運動で
あるミュニシパリズムや、地域サービスの
再公営化の実態調査、環境に真正面から取
り組む人たちと協同労働の接点を見出すこ
と、小規模多機能自治のモデル研究を当事
者研究的に進めることに関しては、私自身
のテーマとしても考えていきたいと思って
います。
　合宿では、仲間の普段見ない一面も垣間
見ました（例えば、帰りに同じ時間帯の飛
行機に乗る予定のあった岩城さんと向谷地
さんの対照的なふるまいは、周りをおどろ
かせました）。環境を変えることは、より
その人を知ることにもつながります。
　新年度も、変化や新しい挑戦をたのしみ
ながら、協同総研の役割を担っていきたい
と思います。どうぞよろしくお願い致します。

合宿後に、那須塩原駅で撮影した桜
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